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令
和
三
年
一
月
二
十
七
日
の
こ
と
、
五
十

嵐
義
一
氏
が
川
野
博
資
氏
と
共
に
、
文
書
本

体
と
そ
の
写
が
入
っ
た
蒔
絵
の
箱
を
持
参
し

て
、
来
訪
さ
れ
た
。

　

早
速
文
書
を
開
く
と
、
所
々
に
破
損
が
見

ら
れ
る
も
の
の
正
し
く
義
光
の
判
物
で
、
懇

意
の
美
術
商
か
ら
入
手
し
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
一
任
す
る
と

の
五
十
嵐
氏
の
意
を
受
け
て
、
文
書
に
つ
い

て
研
究
す
る
と
共
に
、
取
り
敢
え
ず
裏
打
ち

を
施
し
て
文
書
の
修
復
・
保
護
を
図
る
こ
と

に
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
五
十
嵐
氏
は
現
在
、
西
村
山

地
域
史
研
究
会
理
事
、
朝
日
町
文
化
財
保
護

審
議
会
長
、
同
町
教
育
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
歴
史
文
化
資
史
料
に
つ
い
て
は
、
極
め

て
造
詣
の
深
い
収
集
研
究
者
で
あ
る
。
川
野

氏
は
こ
の
五
十
嵐
氏
や
筆
者
と
の
調
査
研
究

同
人
で
あ
り
、
頼
り
が
い
の
あ
る
仲
間
で
あ

る
。

　

文
書
に
つ
い
て
の
考
察
の
結
果
、
義
光
に

関
す
る
貴
重
な
新
史
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
裏
打
ち
も
一
応
の
見
通
し
が
立
っ
た
二

月
二
十
六
日（
金
）、
山
形
新
聞
に
『
最
古
の

義
光
「
宛
行
状
」、
貴
重
な
史
料
「
研
究
に

期
待
」、
一
五
七
二
年
に
家
臣
へ
、
五
十
嵐

さ
ん
（
朝
日
）
入
手
』
と
の
見
出
し
で
掲
載

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
新
史
料
を
「
五
十
嵐
義

一
氏
（
朝
日
町
玉
ノ
井
）
収
集
・
所
蔵
史
料
、

最
上
義
光
宛
行
状
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
写
真
と
一
応
の
読
み
を
示
せ
ば
、
左

の
如
く
に
な
る
。

　

以
下
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

・
紛
れ
も
な
い
最
上
義
光
の
本
物
で
最
初
の

宛
行
状
で
あ
る
こ
と
。

・
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
立
石
寺
宛
最

上
義
光
願
文
（
言
上
状
）
に
続
く
、
二
通

目
の
Ａ
型
花
押
（
武
田
喜
八
郎
氏
の
分
類

『
山
形
市
史
・
最
上
氏
関
係
史
料
』に
よ
る
）

で
あ
り
、
Ａ
型
花
押
を
据
え
た
義
光
文
書

は
極
め
て
少
な
い
こ
と
（
松
尾
剛
次
氏
は

一
一
例
、安
部
俊
治
氏
は
一
二
例
と
す
る
）。

・
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
最
上
義
光
宛
行

状
は
こ
れ
ま
で
一
点
、
秋
田
藩
家
蔵
文
書

の
影
写
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
写
と
し
て

も
そ
れ
は
極
め
て
重
要
で
、
義
光
の
家
督

相
続
段
階
の
領
国
支
配
や
家
臣
団
形
成
を

知
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
史
料

と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
、

こ
の
写
し
の
実
物
は
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

・
こ
れ
ま
で
立
石
寺
願
文
（
言
上
状
）
に
続

い
て
こ
の
影
写
本
の
花
押
が
、
Ａ
型
花
押

の
典
型
で
あ
り
自
筆
と
し
て
扱
わ
れ
て
、

花
押
の
変
遷
が
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
義
光
宛
行
状
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
自
筆
か
版
刻
か
、
そ
の
変
化

の
年
代
、
し
た
が
っ
て
支
配
体
制
の
形
成

段
階
に
再
考
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。

・
元
亀
三
年
に
最
上
義
光
が
、
こ
う
し
た
宛

行
状
を
多
数
発
給
し
た
に
違
い
な
い
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
も
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
。
し
か
も
三
月

十
七
日
と
同
月
日
で
あ
り
、
そ
の
日
に
特

別
な
意
味
が
あ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
に

至
っ
た
こ
と
。

・
内
容
は
、
六
槲
之
内
の
、
槲
は
か
し
わ
又

は
く
ぬ
ぎ
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の
六
椹

八
幡
宮
並
び
に
六
椹
観
音
堂
界
隈
に
そ
の

名
残
を
留
め
て
い
る
こ
と
。
同
宮
は
従
来

旧
吹
張
（
現
幸
町
）
に
あ
っ
た
が
、
山
形

城
三
の
丸
の
拡
張
整
備
に
伴
い
現
在
地

（
八
日
町
二
丁
目
）
に
移
築
さ
れ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
東
原
は
現
在
の
東
原
近
辺
と

考
え
ら
れ
る
が
、
東
原
の
地
名
も
室
町
以

前
に
遡
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

こ
の
こ
と
か
ら
、
戦
国
期
の
山
形
城
は

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
六
椹
や
吹

張
・
東
原
の
辺
り
は
如
何
な
る
様
子
で

あ
っ
た
か
、
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
一
層

高
ま
っ
て
き
た
こ
と
。

　
　

た
だ
、
六
椹
八
幡
の
神
主
八
郎
（
神
保

氏
）
に
つ
い
て
は
、天
正
九
（
一
五
八
一
）

義
光
が
二
五
〇
刈
を
宛
行
っ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
（
専
称
寺
文
書
）。
こ

の
場
合
、
八
束
で
一
刈
と
さ
れ
て
い
た
が
、

な
ぜ
「
山
辺
南
分
之
内
」
な
の
か
、
も
う

一
つ
明
確
で
は
な
い
。

・
六
槲
之
内
（
田
）
一
、
五
五
〇
刈
に
、
東

原
畠
地
二
〇
〇
（
文
）
地
を
相
添
え
る
。

成
敗
致
す
可
く
候
者
也
、
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
宛
行
わ
れ
た
田
は
約
一
町
五
反
五
畝
、

畠
は
約
二
反
と
一
応
し
て
お
く
。（
上
杉

氏
は
田
一
〇
〇
刈
を
一
反
、
北
条
氏
は
畑

一
反
を
一
五
〇
～
二
〇
〇
文
と
し
て
い

た
）、
問
題
は
「
相
添
候
」
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
「
加
増
」
と
解
釈
さ

れ
て
お
り
、
家
督
相
続
以
前
か
ら
の
家
臣

に
、
相
続
す
る
に
当
た
り
加
増
し
た
と
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
貫
の
田
一
、
五

五
〇
刈
に
東
原
の
畠
地
二
〇
〇
文
を
添
え

て
と
も
読
め
る
。
そ
う
す
る
と
加
増
で
は

無
く
新
た
に
家
臣
を
召
し
抱
え
た
と
も
と

れ
る
。
最
上
氏
は
、加
増
の
場
合
は
加
増
・

加
恩
と
し
て
い
る
。

・
宛
所
の
安
達
藤
三
郎
は
如
何
な
る
人
物
か

興
味
深
い
。「
分
限
帳
」に
載
る
安
達
氏
が
、

安
達
藤
三
郎
に
つ
な
が
る
人
物
か
ど
う
か

は
判
明
し
な
い
。

�

（
西
村
山
地
域
史
研
究
会 

会
長
）

新
発
見
の
最
上
義
光
文
書
に
つ
い
て

鈴
木
　
勲
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 （
端
裏
書
）「
と
う
三
郎
」

六
槲
之
内
千
五
百
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
、

東
原
畠
仁
百
地
相
添

　
　
　
　
　
　
　
　

候
、

可
致
成
敗
候
者
也

　
　
　
　
義
光（
花
押
）

元
亀
三
年
三
月
十
七
日

　
　

安
達
藤
三
郎
殿

最上義光宛行状（元亀三年三月十七日）安達藤三郎宛

タ
テ
三
〇
・
六
㎝
、
ヨ
コ
四
九
・
四
㎝
の
竪

紙
、
紙
質
は
楮
紙
ヵ
。

六
槲
（
ろ
っ
こ
く
）　

槲
は
く
ぬ
ぎ
・
か
し

わ
の
こ
と

花
押
は
Ａ
型
・
版
刻
花
押

タ
テ
四
・
五
㎝
、
ヨ
コ
六
・
〇
㎝

Ａ
型
花
押
は
、
武
田
喜
八
郎
氏
の
分
類

（
山
形
市
史
・
最
上
氏
関
係
史
料
）
に
よ
る
。

版
刻
は
版
木
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
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二
〇
二
一
年
七
月
八
日
、
専
称
寺
御
住
職

様
の
ご
厚
意
で
専
称
寺
蔵
大
崎
夫
人
像
を
調

査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
国
時
代
の
夫
人

像
と
し
て
は
、
他
に
織
田
信
長
の
妹
お
犬
の

方
像
が
知
ら
れ
る
位
で
あ
り
、
本
像
を
検
討

す
る
の
は
戦
国
期
夫
人
像
を
考
え
る
う
え
で

も
大
い
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

大
崎
夫
人
像
は
、
縱
九
九
・
〇
㎝
、
横
四

二
・
〇
㎝
の
絹
本
著
色
像
で
あ
る
。
誰
が
描

い
た
か
は
謎
で
あ
る
が
、
優
れ
た
作
品
で
、

色
彩
も
極
め
て
よ
く
残
っ
て
い
る
。『
山
形

県
の
文
化
財
』
で
は
、
京
都
の
高
名
な
狩
野

派
の
画
家
に
頼
ん
で
描
か
せ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
、「
黒
髪
を
長
く
後
に
垂
れ
、
華
麗
な

草
花
模
様
の
金
地
交
り
の
着
物
に
、
撫
子
の

花
模
様
を
細
か
に
散
ら
し
た
白
地
の
上
衣
を

腰
巻
に
し
た
、
中
年
で
上
品
な
婦
人
の
画
像

で
、左
右
の
手
で
数
珠
を
持
っ
て
い
る
」（
山

形
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
、
一
二
〇
頁
）

と
記
す
。
こ
れ
ま
で
写
真
で
し
か
み
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、
今
回
実
見
し
て
、
極
め
て

優
れ
た
絵
像
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と

り
わ
け
、
絵
の
裏
側
を
見
る
と
少
し
厚
み
が

あ
り
、
胡
粉
な
ど
絵
の
具
が
後
ろ
側
か
ら
も

塗
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る

裏
彩
色
の
技
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
裏
彩
色
は
、
高
額
で
あ
っ
た
絵
の
具
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
絵

の
依
頼
者
の
金
に
い
と
め
を
か
け
ぬ
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

本
絵
像
に
描
か
れ
た
人
物
は
、
最
上
義
光

の
正
妻
大
崎
殿
と
考
え
ら
れ
て
き
た
（『
山

形
県
の
文
化
財
』）。
絵
像
の
裏
書
き
（
巻
止

め
）
に
は
、「
慶
長
二
年　

大
谷
教
如
（
朱
印
）　

出
羽
守
内
室
像
」
と
あ
る
。
な
お
、『
山
形

県
史
古
代
中
世
史
料
２
資
料
編
15
下
』（
一

九
七
九
年
）
二
九
九
頁
、「
最
上
義
光
夫
人

画
像
銘
」
で
は
「
大
谷
教
如
（
黒
印
）」
と

す
る
が
、
黒
印
で
は
な
く
朱
印
で
あ
る
。
そ

れ
は
と
も
か
く
、「
出
羽
守
内
室
像
」
つ
ま

り
最
上
義
光
の
妻
の
像
と
考
え
ら
れ
る
。

　

義
光
の
妻
は
複
数
い
た
が
、「
出
羽
守
内

室
」
と
は
、
豊
臣
秀
次
事
件
に
連
座
し
て
、

文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
八
月
二
日
に
三
条

河
原
で
処
刑
さ
れ
た
駒
姫
（
一
五
八
一
～
九

五
）
の
母
大
崎
殿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
確
か
に
、「
最
上
源
代
々
過
去
帖
」（『
山

形
市
史
史
料
編
１
最
上
氏
関
係
史
料
』
八
八

頁
）
と
い
う
最
上
家
の
過
去
帳
に
よ
れ
ば
、

「
月
窓
妙
桂
大
禅
尼　

山
形
殿
内
室
、
奧
州

大
崎
家
女
」
が
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
八

月
一
六
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
、
大
崎
殿
は
駒
姫
の
後
を
追
う

よ
う
に
、
文
禄
四
年
八
月
一
六
日
に
亡
く
な

り
、
戒
名
が
月
窓
妙
桂
大
禅
尼
で
あ
っ
た
。

　

駒
姫
は
、
豊
臣
秀
次
に
嫁
い
だ
。
だ
が
、

秀
次
は
「
謀
叛
」
の
罪
で
秀
吉
に
よ
っ
て
文

禄
四
年
七
月
に
高
野
山
へ
追
放
さ
れ
て
自
害

し
た
。
こ
の
秀
次
事
件
に
連
座
し
て
、
駒
姫

は
、
他
の
秀
次
の
妻
ら
と
と
も
に
、
文
禄
四

年
八
月
二
日
に
京
都
三
条
河
原
で
殺
さ
れ
て

い
る
。
八
月
一
六
日
に
亡
く
な
っ
た
大
崎
殿

は
駒
姫
死
後
の
一
四
日
後
に
亡
く
な
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
が
、
駒
姫
の
横
死
に
関
連
し

て
、
大
崎
殿
は
自
害
し
た
と
考
え
ら
れ
る

　

と
こ
ろ
で
、
夫
人
像
の
右
上
に
は
「
釈
妙

英
」
と
法
名
が
書
か
れ
て
い
る
。「
最
上
源

代
々
過
去
帖
」
で
は
、
大
崎
殿
の
戒
名
は
月

窓
妙
桂
大
禅
尼
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
大

崎
殿
は
、
大
谷
教
如
か
ら
も
ら
っ
た
「
釈
妙

英
」
と
い
う
真
宗
系
の
法
名
と
は
別
に
「
月

窓
妙
桂
大
禅
尼
」
と
い
う
戒
名
（
お
そ
ら
く

禅
宗
系
の
戒
名
）
も
も
ら
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
絵
像
が
制
作
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
慶
長
二
（
一
五
九
七
）
年
は
、

駒
姫
と
大
崎
殿
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
三
年
目

に
当
り
、
本
絵
像
の
作
成
依
頼
者
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
最
上
義
光
は
、
駒
姫
ら
の
三

周
忌
に
合
わ
せ
て
制
作
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
金
の
か
か
る
裏
彩
色
ま
で
さ
せ
て
、
狩

野
派
の
絵
師
に
作
成
を
依
頼
で
き
た
専
称
寺

ゆ
か
り
の
人
物
を
最
上
義
光
と
考
え
る
の
は

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
年
、

義
光
は
天
童
高
擶
か
ら
寺
を
山
形
の
仁
王
堂

小
路
に
移
し
て
専
称
寺
と
し
た
と
い
う（『
天

童
市
史
中
巻
』）。
駒
姫
・
大
崎
殿
の
鎮
魂
の

た
め
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、本
絵
像
に
裏
書
き
を
し
、「
釈
妙
英
」

と
い
う
法
名
を
授
け
た
大
谷
教
如
と
は
、
誰

で
あ
ろ
う
か
。
教
如
は
、
東
本
願
寺
派
の
祖

で
あ
る
。
本
願
寺
の
第
一
一
代
門
主
の
父
顕

専
称
寺
所
蔵
大
崎
夫
人
像
に
つ
い
て

松
尾
剛
次

如
が
、
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
一
一
月
二

四
日
に
亡
く
な
る
と
、
一
旦
は
教
如
が
後
を

継
い
だ
。
と
こ
ろ
が
、
翌
二
年
閏
九
月
に
は

秀
吉
に
よ
っ
て
、
異
母
弟
の
准
如
に
門
主
を

譲
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
教

如
は
一
二
代
門
主
の
地
位
か
ら
追
わ
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
本
絵
像
の
裏
書
き
を
な
し
た
頃

の
教
如
は
、
本
願
寺
の
門
主
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
な
ぜ
本
願
寺
の
門
主
で
も
な
い

教
如
が
裏
書
き
を
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
駒
姫
は
、
豊
臣
秀
次
に
嫁

い
だ
た
め
に
、
秀
次
事
件
に
連
座
し
て
処
刑

さ
れ
た
。
い
わ
ば
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
非
業

の
死
を
遂
げ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
う
し
た
立

場
に
あ
っ
た
大
崎
殿
（
駒
姫
像
も
作
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
）
の
肖
像
画
に
、
慶
長
二

年
に
お
い
て
は
、
秀
吉
に
よ
っ
て
本
願
寺
門

主
と
な
っ
た
准
如
が
法
名
を
授
与
し
、
裏
書

き
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
他
方
、
教
如
は
、
反
秀
吉
派
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
大
崎
夫
人
に
「
釈
妙
英
」

と
い
う
法
名
を
与
え
、
裏
書
き
を
行
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
義
光
は
、
秀
吉
に
よ
っ
て
駒
姫
が

処
刑
さ
れ
、
後
を
追
う
よ
う
に
夫
人
も
死
去

し
た
こ
と
を
悲
し
み
、
秀
吉
を
大
い
に
恨
ん

で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
絵
像

の
制
作
と
教
如
に
よ
っ
て
裏
書
き
が
な
さ
れ

た
背
景
に
は
、
秀
次
事
件
に
よ
っ
て
反
秀
吉

側
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
義
光
と
同
じ
く
反

秀
吉
派
で
あ
っ
た
教
如
と
い
う
、
反
秀
吉
者

の
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

　

な
お
、
教
如
は
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年

六
月
、
家
康
に
会
い
に
東
国
へ
突
然
に
出
奔

し
、
家
康
に
保
護
さ
れ
、
慶
長
七
（
一
六
〇
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教如裏書きと裏彩色大崎夫人像

駒姫像

二
）
年
に
は
家
康
か
ら
七
条
烏
丸
に
四
町
四

方
の
寺
領
が
寄
進
さ
れ
、
翌
年
東
本
願
寺
が

誕
生
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
義
光
は
、
大
崎
夫
人
像
の
他

に
「
駒
姫
像
」
も
作
成
し
寄
付
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
実
際
、『
山
形
県
史
古
代
中
世
史

料
２
資
料
編
15
下
』
二
九
九
頁
で
は
、
駒
姫

像
と
い
う
も
の
を
掲
げ
、
そ
れ
に
も
「
本
願

寺
教
如
上
人
慶
長
二
年
」
と
巻
止
め
の
部
分

に
銘
文
が
あ
る
と
す
る
。

　

し
か
し
、
現
存
す
る
駒
姫
像
に
は
そ
れ
が

な
く
、
絵
も
大
い
に
新
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

現
存
の
「
駒
姫
像
」
は
、
原
駒
姫
像
が
傷
ん

だ
た
め
に
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
後
世

に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、『
天

童
市
史　

中
巻
』な
ど
に
は
、駒
姫
像
が
載
っ

て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
慶
長
二
年
に
義
光
が
制

作
さ
せ
た
駒
姫
像
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

現
在
は
そ
れ
が
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
の

は
残
念
で
あ
る
。

　

と
に
か
く
、
慶
長
二
年
に
は
、
義
光
が
制

作
を
依
頼
し
、
教
如
に
よ
っ
て
裏
書
き
さ
れ

た
二
つ
の
絵
像
が
専
称
寺
に
奉
納
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
最
上
義
光
の
駒
姫
や
大
崎
殿

へ
の
篤
い
思
い
が
偲
ば
れ
る
絵
像
で
あ
る
。

ま
た
、
本
絵
像
制
作
の
背
景
に
、
秀
吉
に
強

い
憤
り
を
持
つ
、
本
願
寺
教
如
と
義
光
と
い

う
二
人
の
結
び
付
き
が
伺
え
て
興
味
が
つ
き

な
い
。

�

（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）



6

最
上
義
光
連
歌
の
世
界 

⑥

　

前
回
で
の
予
告
の
通
り
、
前
回
と
同
じ
付
け
合
い
へ
の
別

角
度
か
ら
の
考
察
で
あ
る
。

　

前
回
に
お
い
て
は
、
義
光
の
発
句
を
中
心
に
、
こ
の
連
歌

が
興
行
さ
れ
た
慶
長
三
年
四
月
ご
ろ
の
世
情
を
関
わ
ら
せ
て

の
考
察
を
行
っ
た
。本
稿
は
後
述
す
る
二
つ
の
観
点
に
立
ち
、

古
典
文
学
と
の
関
係
を
論
じ
た
い
。

　

再
度
、
こ
の
付
け
合
い
の
大
意
を
示
す
。
発
句
は
、「
桜

を
手
折
り
春
の
風
雅
を
尽
し
た
後
、
今
こ
こ
に
夏
木
立
の
中

で
月
を
楽
し
ん
で
い
る
」
と
な
る
。
脇
句
は
、「
御
簾
ご
し

に
こ
の
光
景
を
味
わ
っ
て
い
る
と
、
は
や
く
も
時
は
移
り
東

の
山
の
空
が
白
み
始
め
て
い
る
」
と
な
る
。
こ
の
付
け
合
い

は
、
そ
の
場
の
連
衆
が
目
に
し
た
光
景
で
あ
る
こ
と
は
、
連

歌
の
作
法
か
ら
も
、
そ
う
判
断
し
て
良
か
ろ
う
。
た
だ
し
こ

の
付
け
合
い
を
鑑
賞
す
る
時
に
は
、
以
下
に
示
す
二
つ
の
観

点
を
必
要
と
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
一
の
観
点
は
、
古
典
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
を
詠
む
時
の

基
本
的
創
作
態
度
で
あ
る
。
藤
原
定
家
は
「
京
極
中
納
言
相

語
」
で
、「
光
景
を
詠
む
折
に
は
、そ
れ
を
『
玉
の
砌み
ぎ
り』
と
思
っ

て
詠
め
、
恋
を
詠
む
折
に
は
、
我
身
を
在
原
業
平
の
振
舞
に

な
ぞ
ら
え
て
詠
め
」
と
語
っ
て
い
る
。
光
景
を
詠
む
に
際
し

て
も
近
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
異
な
っ
た
思
考
な
の
で
あ

る
。

　

第
二
の
観
点
は
、「
面お
も
か
げ影
を
取
る
」
詠
法
で
あ
る
。「
本
歌

取
り
・
物
語
取
り
」
の
よ
う
に
、
明
白
に
過
去
の
作
品
・
場

面
に
基
づ
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
何
と
は
な
し
に
作
者

が
意
識
し
た
と
想
像
さ
れ
る
作
品
・
場
面
を
鑑
賞
者
に
想
起

さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
古
典
作
品
を
尊
重

し
た
詠
法
で
あ
る
。

　

以
上
の
観
点
に
立
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
作
品
・
場
面
を

想
定
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。「
初
夏
の
若
葉
の
木
立

の
中
、人
々
が
月
を
愛
で
時
の
移
ろ
い
を
楽
し
む
場
面
」
は
、

種
々
の
古
典
の
中
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一

例
と
し
て
「
源
氏
物
語
・
花
散
里
」
の
一
場
面
を
示
し
た
い
。

　

朧
月
夜
内
待
（
兄
・
朱
雀
院
の
実
質
的
后
の
一
人
）
と

の
密
事
が
露
見
し
て
、
光
源
氏
は
東
宮
（
後
の
冷
泉
帝
・

実
は
源
氏
の
子
）
を
守
る
た
め
に
も
、
政
界
か
ら
身
を
引

１　

お
る
花
の
あ
と
や
月
み
る
夏
木
立�

義
光

２　
　

御
簾
の
み
と
り
に
明
（
け
）
や
す
き
山�

紹
巴

　
　
　

慶
長
三
年（
一
五
九
八
）四
月
十
九
日

　
　
　
　

賦
何
墻
連
歌　
　
　
　
　

初
折
ノ
表

名
子 

喜
久
雄

き
都
を
離
れ
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
そ
ん
な
折
、
彼
は
関

わ
り
の
あ
っ
た
女
性
で
あ
る
花
散
里
（
夏
の
女
と
し
て
描

か
れ
る
）
の
許
を
訪
れ
る
。
途
上
、
中
川
の
辺
り
で
、
か

つ
て
縁
の
あ
っ
た
別
の
女
性
の
家
の
前
を
通
り
す
ぎ
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
訪
問
の
意
を
伝
え
る
が
、
女
は
そ

れ
を
拒
む
。
そ
の
後
、父
・
桐
壷
帝
の
女
御
の
一
人
で
あ
っ

た
麗
景
殿
女
御
（
花
散
里
の
姉
君
・
同
居
し
て
い
る
）
の

邸
に
着
く
。（
そ
こ
で
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
）

　

ま
づ
女
御
の
御
方
に
て
（
桐
壷
帝
治
世
の
）
昔
の
御
物

語
な
ど
聞
え
た
ま
ふ
に
、
夜
更
け
に
け
り
。

　

二3�

3十
日
の
月
さ
し
出
る
ほ
ど
に
、
い
と
ど
木
高
き
影
ど

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

33

3

3

3

3

3

3

3

3

も
木
暗
く
見
え
わ
た
り
て
…

3

3

3

3

3

3

3

3

3

33

�

（
傍
点
筆
者
）

　
「
夏
木
立
」
の
語
そ
の
も
の
は
な
い
が
（「
源
氏
物
語
」
全

体
や
「
八
代
集
」
に
も
な
い
）、
月
日
は
ほ
ぼ
同
じ
、
光
景

の
素
材
も
共
通
し
て
い
る
。
義
光
が
、
発
句
を
詠
む
に
あ
た

り
、
前
述
し
た
よ
う
に
古
典
作
品
の
「
面
影
を
取
」
っ
た
と

し
た
ら
、
例
え
ば
こ
の
場
面
を
可
能
性
の
あ
る
箇
所
と
し
て

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。　

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
古
典
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
（
近
代

の
俳
句
で
は
な
い
）
は
、
近
代
人
の
常
識
た
る
リ
ア
リ
ズ
ム

を
基
盤
と
す
る
文
学
観
で
は
、
割
り
切
れ
ず
、
理
解
し
が
た

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
、
い
さ
さ
か
恣
意
的
な

考
え
を
記
し
て
み
た
。

�

（
山
形
大
学
名
誉
教
授
）
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最
上
義
光
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー

題字　齋藤蕉石

今
年
度
の
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
は
限
定
的
に

　

現
在
の
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
は
、
歴

史
館
の
一
部
が
山
形
市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
会
場

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
館
内
で
の
案
内
・
ガ

イ
ド
は
休
止
と
な
り
、
館
外
で
行
わ
れ
る
、

こ
ど
も
講
座
「
ヨ
シ
ア
キ
☆
す
く
～
る
！
」

に
限
定
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
講
座
「
ヨ
シ
ア
キ
☆
す
く
～
る
！
」
の

�

意
義
と
担
当
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

　

過
去
の
資
料
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
に

第
一
小
学
校
と
第
四
小
学
校
で
開
催
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
各
年
度
十
校
～

十
二
校
程
度
の
開
催
状
況
で
推
移
し
、
二
〇

二
一
年
度
ま
で
延
べ
百
校
を
超
え
る
開
催
と

な
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活

動
と
し
て
は
、
館
内
で
の
案
内
・
ガ
イ
ド
と

並
行
し
て
重
要
な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
講
座
の
実
施
目
的
に
あ
る
よ
う
に
、

「
私
た
ち
が
暮
ら
す
山
形
市
の
歴
史
や
文
化

の
基
本
的
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

郷
土
学
習
へ
の
興
味
と
関
心
が
喚
起
さ
れ
、

さ
ら
に
は
校
外
学
習
な
ど
に
よ
り
、
自
ら
調

べ
学
習
等
を
行
う
基
礎
力
を
育
成
す
る
。
ひ

い
て
は
、
生
涯
学
習
に
繋
が
る
こ
と
を
目
指

す
。」
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
歴
史
館
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ

ブ
「
義
光
会
」
の
会
員
が
講
師
と
な
り
、
対

象
（
希
望
し
た
）
と
な
る
学
校
に
出
向
き
、

現
場
で
独
自
の
資
料
・
映
像
な
ど
を
活
用
し
、

地
元
（
学
校
周
辺
）
に
密
着
し
た
話
題
を
交

え
な
が
ら
、
最
上
義
光
を
中
心
と
し
た
山
形

の
歴
史
や
文
化
を
分
か
り
や
す
く
児
童
・
生

徒
に
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
ど
も
講
座
を
実
施
し
た
学
校

か
ら
「
こ
ど
も
講
座
に
対
す
る
意
見
・
感
想
」

を
提
出
し
て
も
ら
い
、
今
後
の
こ
ど
も
講
座

活
動
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

出
さ
れ
た
意
見
・
感
想
は
、
総
じ
て
解
説
・

説
明
の
分
り
や
す
さ
、
面
白
さ
や
資
料
の
見

や
す
さ
に
つ
い
て
で
す
が
、
特
に
四
年
生
の

社
会
科
学
習
、
副
読
本
の
理
解
力
向
上
へ
の

期
待
や
効
果
、
さ
ら
に
は
、
学
区
内
の
史
跡

や
旧
街
道
を
含
め
た
歴
史
へ
の
興
味
、
関
心

を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
形
と
い
う
街
へ
の
関
心
と
郷

土
愛
の
醸
成
に
繋
が
る
こ
と
は
、
子
供
達
の

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
け
る
山
形
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
、
必
ず
や
意
義
の
あ
る
も
の
に

な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
実
施
し
た
中
で
特
に
感
心
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
は
、
開
催
し
た
学
校
・
ク
ラ
ス
の
担

任
の
先
生
が
、
最
上
義
光
と
そ
の
時
代
に
つ

い
て
良
く
勉
強
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
社

会
科
学
習
・
副
読
本
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
自
ら
生
徒
・
児
童
に
教
え
る

と
い
う
意
識
が
高
い
と
は
言
え
、
副
読
本
に

よ
る
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
独
自
の
説
明
資

料
を
作
成
・
使
用
し
て
の
学
習
を
予
定
す
る

等
の
意
欲
的
な
取
組
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
は
止
む
を
得
な
い
と
は
い

え
、「
ヨ
シ
ア
キ
☆
す
く
～
る
！
」
で
説
明

を
受
け
た
児
童
・
生
徒
が
、
後
日
、
歴
史
館

を
訪
れ
、
説
明
さ
れ
た
内
容
に
係
わ
る
資
料

や
現
物
を
見
学
し
て
、
最
上
義
光
と
そ
の
時

代
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

は
誠
に
残
念
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
歴
史
館

が
い
つ
で
も
自
由
に
見
学
で
き
る
状
態
に
な

る
こ
と
を
、
山
形
市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
峰
田
記
志
）



令
和
４
年
度
事
業

１
．
展
示
事
業

⑴ 

常
設
展
示

　

�

当
館
の
収
蔵
品
を
主
に
、
最
上
家
関
係
資
料
と

山
形
城
関
係
資
料
等
か
ら
選
定
し
た
も
の
を
常

設
展
示
し
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
４
テ
ー
マ

で
特
設
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

①�

特
設
展
示 

第
一
部

　
　
　
「
山
形
城
ゆ
か
り
の
絵
画
」

（
４
月
１
日

－

７
月
３
日
）

　

②�

特
設
展
示 

第
二
部

　
　
　
「
鐵
［kurogane

］
の
美2022

」

（
７
月
６
日

－

10
月
10
日
）

　

③�

特
設
展
示 

第
三
部

　
　
　
「（
仮
称
）
最
上
家
ゆ
か
り
の
文
書
展
」

（
10
月

－

１
月
）

　

④�

特
設
展
示 

第
四
部

　
　
　
「（
仮
称
）
出
土
し
た
陶
磁
器
」

（
１
月

－

３
月
）

２
．
普
及
啓
発
事
業

⑴ 

歴
史
講
座

　

①
こ
ど
も
講
座
（
小
学
校
出
張
講
座
）

　
　

�

山
形
市
内
の
小
学
校
に
出
向
い
て
最
上
義
光

を
学
ぶ
機
会
を
つ
く
り
、
郷
土
史
に
対
す
る

関
心
と
理
解
を
深
め
、
愛
郷
心
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

⑵ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
係
わ
る
事
業

　

�

最
上
義
光
と
最
上
家
を
啓
蒙
す
る
こ
と
に
つ
い

て
歴
史
館
と
と
も
に
活
動
す
る
市
民
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
で
歴
史
館
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
、
来
館
者
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る

と
と
も
に
、
歴
史
館
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
創
出
し
ま
す
。（
年
１
回
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
）

　

・「
義
光
塾
」

　

・「
現
地
研
修
会
」

　

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
最
上
義
光
歴
史
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
写
真

　

令
和
四
年
が
、
最
上
義
光
の
妹
で
伊
達
政
宗
の
実
母
で
あ
る
保
春

院
（
お
東
の
方
／
一
五
四
八
～
一
六
二
三
）
の
四
〇
〇
年
忌
（
没
後

三
三
九
年
）
に
あ
た
る
た
め
、
菩
提
寺
の
保
春
院
（
仙
台
市
若
林
区
）

が
人
物
像
を
紐
解
き
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
木
製
の
尊
像
を
制
作

す
る
「
保
春
院
さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
招
聘
し
、
保
春
院
の
出
身
地

で
あ
る
山
形
で
も
尊
像
の
「
鑿
入
れ
式
」
を
行
い
、
保
春
院
と
政
宗
、

そ
し
て
義
光
と
の
関
係
を
見
つ
め
直
し
、
戦
国
の
鬼
姫
や
悪
女
の
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
機
会
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
式
に
先
立
っ
て
、
片
桐
繁
雄
先
生
か
ら
記
念
の
ご
講
話
を

賜
り
ま
し
た
。
こ
の
講
話
が
先
生
の
最
後
の
講
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

右
か
ら
仏
師
・
冨
田
睦
海
氏
、「
保
春
院
さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

主
催
・
三
浦
真
人
保
春
院
住
職
、
片
桐
繁
雄
先
生
（
故
人
）、
中
央

が
鑿
入
れ
さ
れ
る
尊
像
。

ご
利
用
に
つ
い
て

開
館
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

入
館
料　
無　

料

休
館
日　
月
曜
日（
国
民
の
祝
日
と
な
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　
　
　
　
　

12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日

交　
　
通　
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
よ
り
徒
歩
約
15
分

　
　
　
　
　

大
手
町
バ
ス
停
留
所
よ
り
徒
歩
１
分

来
館
案
内
図

豊烈神社

令
和
４
年
３
月
発
行

編
集
・
発
行　
公
益
財
団
法
人
山
形
市
文
化
振
興
事
業
団

　
　
　
　

 　

最
上
義
光
歴
史
館

　
　
　
　

 　

〒
９
９
０

－

０
０
４
６

　
　
　
　

 　

山
形
市
大
手
町
１

－

53

　
　
　
　

 　

緯
０
２
３

－

６
２
５

－

７
１
０
１

　
　
　
　

 　

思
０
２
３

－

６
２
５

－

７
１
０
２

　
　
　
　

 　

http://m
ogam

iyoshiaki.jp

　

 

印　

刷　

株
式
会
社
大
風
印
刷

「
清せ

い
わ
て
ん
の
う
ま
つ
よ
う
や
ま
が
た
で
わ
の
か
み
う
は
つ
の
そ
う
よ
し
あ
き

和
天
皇
末
葉
山
形
出
羽
守
有
髪
僧
義
光
」

　

有
名
な
鉄
指
揮
棒
の
銘
で
あ
る
。
義
光
と

い
う
人
物
を
考
え
る
と
き
、
こ
れ
は
も
っ
と

吟
味
さ
れ
て
い
い
と
思
う
。
清
和
天
皇
は
仁

慈
の
徳
高
く
、
釈
教
に
思
い
を
深
め
た
天
皇

と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
子
孫
は
武
門
の
名
流

「
清
和
源
氏
」と
な
っ
た
。こ
の
十
六
文
字
は
、

義
光
の
高
い
誇
り
と
、
慈
悲
を
旨
と
す
る
仏

法
の
実
践
者
で
あ
る
と
い
う
決
意
を
述
べ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
同
時
代
の
武
人
は
、
敵
の
城
を

攻
め
落
と
し
て
撫
で
斬
り
に
し
た
。
苛
政
に

耐
え
か
ね
て
一
揆
が
お
こ
る
と
、
首
謀
者
を

火
あ
ぶ
り
に
し
た
。
だ
が
、
こ
う
い
う
話
は

義
光
に
は
な
い
。

　

義
光
の
戦
い
に
し
て
も
凄
惨
さ
は
避
け
ら

れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
逃
が
れ
よ
う
と
す

る
敵
勢
を
見
逃
し
、
降
伏
者
を
受
入
れ
、
敵

将
の
遺
児
を
身
内
の
者
に
養
育
さ
せ
た
、
そ

う
い
う
話
な
ら
あ
る
。

　

寒
河
江
・
谷
地
攻
略
の
あ
と
、
民
衆
に
向

か
っ
て
義
光
は
こ
う
語
っ
た
と
い
う
。

　
「
近
年
は
戦
さ
が
つ
づ
い
て
み
な
困
っ
た

だ
ろ
う
。
だ
が
戦
い
は
終
わ
っ
た
。
民
百
姓

は
み
な
安
ら
か
に
暮
ら
せ
。
心
の
ど
か
に
、

妻
や
子
を
は
ぐ
く
む
が
よ
い
」
そ
し
て
、
居

住
地
を
認
め
、
老
齢
者
や
身
体
不
自
由
の
者

を
い
た
わ
っ
て
食
料
を
給
し
た
。
喜
ん
だ

人
々
は
「
義
光
公
は
ま
こ
と
、
民
の
父
母
な

ら
ん
」と
感
謝
し
た
と
い
う
。（『
羽
陽
軍
記
』）

　
「
出
羽
守
義
光
は
、
よ
く
地
下
人
を
な
つ

け
、
家
臣
同
様
に
大
切
し
て
お
ら
れ
る
。
そ

の
せ
い
で
最
上
の
百
姓
共
は
図
に
乗
っ
て
活

気
づ
き
、
進
撃
し
た
わ
れ
わ
れ
直
江
軍
を
困

ら
せ
た
」会
津
の
考
証
史
家
は
こ
う
書
い
た
。

（『
最
上
合
戦
記
』）

　

義
光
は
晩
年
、
重
臣
た
ち
が
山
形
城
大
改

修
を
進
言
し
た
の
に
対
し
て
、「
無
欲
を
も
っ

て
民
を
あ
わ
れ
む
は
謀
（
は
か
り
ご
と
）
の

第
一
。
城
堀
の
普
請
は
民
の
草
臥
に
な
る
だ

け
」
と
諭
し
た
と
「
羽
源
記
」
に
あ
る
が
、

状
況
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
実
際
に
あ
っ
た
こ

と
と
思
わ
れ
る
。

　

義
光
の
連
歌
に
、
こ
ん
な
句
が
あ
る
。

○
お
く
て
田
は
秋
更
く
る
ま
で
守
り
け
ら
し

　
�（

晩
生
の
稲
田
は
、
秋
遅
く
ま
で
手
入

れ
す
る
の
だ
な
）

○
か
す
か
な
る
水
も
や
末
に
分
か
つ
ら
ん

　

�（
炎
暑
。
百
姓
た
ち
は
わ
ず
か
な
水
も

分
け
合
う
の
だ
）

○
あ
ぜ
伝
う
深
田
の
末
の
崩
れ
沿
い

　

�（
立
派
な
水
田
も
、
豪
雨
で
崩
れ
て
し

ま
っ
た
。
気
の
毒
に
…
）

○
深
田
を
ば
作
り
も
や
ら
ず
荒
ら
し
お
き

　

�（
せ
っ
か
く
の
美
田
を
手
入
れ
も
で
き

ず
荒
ら
し
て
い
る
。
主
人
が
病
気
な
の

か
、
そ
れ
と
も
死
ん
だ
の
か
）

　

義
光
の
ま
な
ざ
し
は
、
人
々
の
暮
ら
し
に

あ
た
た
か
に
注
が
れ
て
い
る
の
だ
。

　

片
桐
繁
雄
先
生
（
長
谷
勘
三
郎
／
元
最
上

義
光
歴
史
館
事
務
局
長
）
は
令
和
四
年
二
月

十
五
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
最
上

義
光
研
究
の
多
大
な
ご
功
績
を
讃
え
る
と
と

も
に
感
謝
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
稿
は
生
前
ご
入
稿
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。

研
究
余
滴
㉑

 
義
光
の
ま
な
ざ
し

片

桐

繁

雄


